
科　目　名 1 年次 2年次 3年次 4年次
履修の流れ

教育課程

実践的指導力及び教育基礎の科目

　群馬大学教育学部では、入学者全員
が教育職員免許状を取得するよう、教
育課程を設けています。
　入学者は、所属する系・専攻ごとに
定められた履修コースを選択し、それ
に従って４年間の学修を進め、卒業時
に教育職員免許状を取得します。
（右表参照｡このほかに取得できる免許
については32頁をご覧ください。）
教育課程の詳細は、下のとおりです。

履修コース

教科専門科目

教職専門科目

系共通科目

障害児教育専門科目

教育学・教育心理学専門科目

選択科目
卒業研究

教職の意義等､教育の基礎理論､道徳の指導法､特別活動の指導法､教育の方法及び技術､児童・生徒指導､教育カウンセリング
小学校教科指導法

中学校教科指導法
教職実践演習

教育実践インターンシップ

総合探求科目

体験的科目

障害児教育専攻以外

障害児教育専攻

教育学
心理学

卒業研究

教育現場体験学習 授業実践基礎学習 教育実習

教育学部を卒業するには、教養教育科目（33単位）と専門教育科目（106 単位）の履修が必要です。
このうち専門教育科目は、下表のような科目で構成されています。各科目には様々な授業がありますが、主なものを表中に挙げています。
（教育学部で開講されている授業のシラバスをWebサイトでご覧いただけます。44頁参照。）

教育学部の専門教育科目は、複数年次にわたって配当されています。
下の図は、１年次から４年次までの、大まかな履修の流れを示しています。
１年次は主に教養教育科目を履修し、２年次からは専門教育科目の履修が中心になります。

総合的・実践的専門科目

文化・社会系
自然・情報系
芸術・表現系
生活・健康系

☞小 学 校 教 諭 １ 種 免 許 状
☞中 学 校 教 諭 ２ 種 免 許 状
☞小 学 校 教 諭 2 種 免 許 状
☞中 学 校 教 諭 1 種 免 許 状

小１・中２コース

履修コース系

小２・中１コース

 特１・小２コース

 特１・中２コース

小 １ コ ー ス

障害児教育

教育・教育心理

教
育
人
間
科
学
系

☞特別支援学校教諭１種免許状
☞小 学 校 教 諭 ２ 種 免 許 状

☞中 学 校 教 諭 ２ 種 免 許 状
☞特別支援学校教諭１種免許状

☞小 学 校 教 諭 １ 種 免 許 状

取得できる免許状

履修コース・教育課程・履修の流れ

 一般入試

 推薦入試

　群馬大学教育学部は､新しい時代の学校教育を担う教員､中でも小学校・
中学校・特別支援学校の教員を養成することを主な目的としています。
　本学部の歴史は古く､明治６年の小学校教員伝習所の創設にまでさかの
ぼります。以来140年近くにわたって､群馬県を中心とした地域の教育界に
多大な貢献をしてきました。本学部は､その伝統と実績を踏まえて､社会の
発展に貢献できる教員の養成を目指しています。
　学校教員には豊かな教養と優れた人格、幅広い実践的な能力が必要で
す。本学部では、このような素養を十分に身に付けた人材の育成を目指して
います。
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科　目　名 主な授業題目
文化・社会系
自然・情報系
芸術・表現系
生活・健康系

教育人間科学系

卒業に必要な単位数

障害児教育 教育 教育心理

初等科科目（小学校教科専門科目）
初等科国語　初等科社会　初等科数学
初等科理科　初等科音楽　初等科図画工作
初等科家庭　初等科体育　生活科研究

教師論

教育の思想と歴史

教育心理学 , 発達心理学

教育法，教育社会学概論

（各専攻の頁をご覧ください）

（各専攻の頁をご覧ください）

（障害児教育専攻の頁をご覧ください）

（教育専攻の頁をご覧ください）

（教育心理専攻の頁をご覧ください）

専攻教科科目（中学校教科専門科目）

教職の意義等

教育の基礎理論

小学校教科指導法

中学校教科指導法

道徳の指導法

特別活動の指導法

教育の指導方法及び技術

児童・生徒指導

教育カウンセリング

教職実践演習

教育実習

総合探求科目

体験的科目

障害児教育専攻以外 特別支援教育概説

博物館学 , 図書館情報学　他

障害児教育専攻

教育学

心理学

教育現場体験学習

授業実践基礎学習

教育実習事前事後指導

教育実習

理念

発達

制度

文化・社会系原論 ,　自然・情報系原論 ,
芸術・表現系原論 ,　生活・健康系原論 ,
教育人間科学系原論

小学校 ( 各 ) 指導法

道徳教育の研究

特別活動

教育内容・方法学概論 , 視聴覚教育と教育工学

児童生活指導 , 生徒指導

教育カウンセリング概論

・「総合探求科目」から 1単位以上
・「実践的指導力及び教育基礎の科目」から 1単位以上
・「総合探求科目」と「実践的指導力及び教育基礎の科目」
　から合計 7単位以上

西欧文明論 , 地域貢献ボランティア , ジェ
ンダー論 , ものづくり文化論　  他

カウンセリング演習 , コンピュータ教材制
作論，小学校英語活動指導法  他

自然体験 , 子ども会等ボランティア体験 ,
外国人児童生徒教育実践実習  他

授業概要

初等科科目（小学校教科専門科目）
専攻教科科目（中学校教科専門科目）

実践的指導力及び教育基礎の科目

詳細は32頁をご覧ください

小学校で教える各教科の内容等を学びます。

中学校で教える教科の内容等を学びます。

教師とは何か、教育とは何かを考えるた
めの理論を学びます。

生徒指導や教育相談の理論・方法を学び
ます。

( グループ討論・模擬授業等を通して教員としての力量を養います。)

教育課程の意義や、各教科の指導法等を
学びます。

複数の教科にまたがる総合的な内容・
テーマについて学びます。

教育現場における実践的な課題・方法に
ついて学びます。

体験的な方法について学びます。

所属する系ごとに、必要な幅広い視野を
身に付けます。

心身に障害のある児童・生徒の教育に必要
な知識・理論・方法・技術について学びます。

教育学又は心理学の内容を学びます。

各種の資格を取得するための科目など
です。

４年間の学修の集大成として、論文作成や作品制作などを行います。

・上の表の単位の他に、介護等体験が必要です。介護等体験は、主に３年次の後期に行われ、特別支援学校で２日間、社会福祉施設で５日間、介護等の体験をします。
・上の表の「小 1・中 2」「中 1・小 2」等は、それぞれの履修コースを指します。（上記参照）

小１・中２ 小１ 小１中１・小２ 特１・小２ 特１・中２

教科専門
科目

教職専門
科目

総合的・
実 践 的
専門科目

系 共 通 科 目

障 害 児 教 育 専 門 科 目

教育学・教育心理学専門科目

選 択 科 目

卒 業 研 究

教育学部の

理念・目的
このような人材を育てます

① 学校教員に求められる幅広い教養を培います。
② 教育に関わる様々な理論に裏付けられた､現実の教育問題を考える力を
養います。

③ 教科についての専門的知識を高めます。
④ 教科指導法など､学校教員として必要となる知識や技術を培います。
⑤ 教育実習などの体験的学習を通して､実践的指導力を養います。
⑥ 卒業研究を通して､思考力や表現力､課題解決能力､創造的な探究能力を
向上させます。

入学試験で選択した科目に限らず幅広く学習し、系・専攻の学修に必要な基礎学力を有
することが望ましい。

さらに、 自然・情報系 ： 数学Ⅲ、数学 Cを履修しておくことが望ましい。
 理　　　　科 ： 理科総合 A・B に加えて 2 科目以上（1 科目はⅡまで）履修し
   ておくことが望ましい。
 英　　　　語 ： 英検 2級レベル以上の力を付けておくことが望ましい。

教育学部の

教育目標
このような教育を行います

① 教職を目指す明確な意志と情熱を有する人
② 児童・生徒の成長に関わることに喜びを感じられる人
③ 周囲とのコミュニケーション能力や協調性を備える人
④ 諸課題の解決に向けて粘り強く努力できる人
⑤ 系・専攻に関する事項に関心をもち、教職を目指すために必要な基礎学力
を有する人

求める

学生像
このような人を求めています

選抜方法 このような選抜を行います

各系・専攻が定めた大学入試センター試験及び個別学力
検査等（学力検査､小論文､実技検査､面接等）の成績並び
に調査書を総合的に判断して選抜します。

各専攻が定めた条件を満たし、高等学校長の推薦を受け
た人を対象に、出願書類、面接、小論文、実技等を総合的に
判断して選抜します。

高等学校で
履修すべき科目や
取得が望ましい
資格等
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